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的のため、GaAs 基板上に作製した CdTe テンプレートを SnTe 成長の基板として用いるという新
しい手法が提案され、従来用いられてきた BaF2基板への成長と比して平坦性が大幅に改善される
ことが報告されている。次いで、Mn添加の混晶(Sn,Mn)Teの薄膜成長、および原子レベルの結晶
構造解析と磁化測定の結果が示されている。中でも、MBE 成長時の Te 分子線の付加により正孔





SnTe と Fe との接合構造では、偏極中性子反射率測定により各層の磁化の大きさが評価され、Fe
と SnTeの界面から SnTe層側の数 nmの範囲内に磁気モーメントが誘起されることを明らかにし
ている。 
第 5 章でこれらの実験結果に対する考察が与えられており、正孔密度の高い(Sn,Mn)Te 薄膜で
観察された特異な磁化特性に対する説明として強磁性析出物を起源とするモデルが提唱され、ま





























 平成 30 年 2 月 10日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
